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土佐の酢みかん文化 その２・特産品種編

「
ス
タ
ッ
フ
満
足
」の
事
業
展
開
山
本
晃
嘉

社
長
に
聞
く

「
楽
ナ
ビ
」シ
リ
ー
ズ
発
表

宿
泊
市
場

向

け

浴
場
・
浴
室
用
洗
剤
花王

宿
泊
業
界
に
外
国
人
材
を
供
給

「
大
丹
波
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」に
協
力
Ｊ
Ａ
Ｆ

京
都
支
部

シャープＮＥＣディスプレイソリューションズ

液晶プロジェクター

高画質、メンテの手間削減



日本酒の種類④

　
土
佐
の
酢
み
か
ん
文
化
の

続
き
。
前
号
で
「
ぶ
し
ゅ
か

ん
」
の
正
体
は
次
号
に
譲
る

と
し
た
が
、
一
体
何
？
　
ま

た
、
全
国
１
位
の
シ
ェ
ア
を

誇
る
と
い
う
「
直
七

な
お
し
ち

」
や

「
餅
柚

も
ち
ゆ

」
っ
て
？

　
ま
ず
は
直
七
。
今
は
１
０

０
％
高
知
県
産
だ
が
、
ル
ー

ツ
は
広
島
県
尾
道
市
田
熊
で

発
見
さ
れ
た
酢
み
か
ん
。
だ

か
ら
正
式
名
称
は
「
田
熊
ス

ダ
チ
」
な
の
だ
が
、
現
在
広

島
県
で
は
栽
培
さ
れ
て
い
な

い
そ
う
だ
。
産
地
は
高
知
県

宿
毛
市
周
辺
。
同
市
に
は
樹

齢
２
０
０
年
以
上
と
い
う
直

七
の
木
が
現
存
し
て
お
り
そ

の
歴
史
は
古
い
が
、
他
の
地

域
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
と
か
。
直
七
の

名
は
、
「
魚
に
搾
る
と
ウ
マ

イ
よ
！
」
と
売
り
歩
き
、
こ

の
酢
み
か
ん
を
広
め
た
魚
の

行
商
人
の
名
が
由
来
。
お
か

げ
で
食
酢
と
し
て
愛
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
海
・
山
・
川
の
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
た
宿
毛
市
だ

が
、
人
口
減
に
伴
い
耕
作
放

棄
地
が
増
加
。
そ
れ
を
打
開

す
べ
く
、
こ
の
地
に
し
か
な

い
直
七
を
特
産
品
と
し
て
売

り
出
そ
う
と
、
２
０
０
９
年

に
た
っ
た
４
戸
の
か
ん
き
つ

農
家
で
生
産
組
合
を
設
立
。

そ
の
後
工
場
も
整
備
し
、
組

合
の
果
実
全
て
を
搾
汁
す
る

よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
直
七

生
産
株
式
会
社
と
し
て
法
人

化
。
今
は
１
日
約

㌧
搾
汁

す
る
が
、
元
来
生
産
者
の
集

ま
り
。
自
分
た
ち
が
育
て
た

果
実
か
ら
、
自
分
た
ち
の
手

で
果
汁
を
搾
る
と
い
う
、
全

国
で
も
珍
し
い
ケ
ー
ス
だ
。

　
純
血
を
守
る
た
め
他
の
か

ん
き
つ
と
の
交
雑
を
避
け
、

山
を
切
り
開
き
隔
離
し
た
場

所
で
栽
培
し
て
い
る
と
い

う
。
そ
ん
な
苦
労
が
実
り
、

酸
味
が
ま
ろ
や
か
で
ど
ん
な

料
理
に
も
合
う
と
評
判
を
呼

び
こ
の
夏
、
累
計
販
売
数


億
食
超
え
と
い
う
ロ
ー
ソ
ン

の
看
板
商
品
「
か
ら
あ
げ
ク

ン
」
の
限
定
フ
レ
ー
バ
ー
と

し
て
「
か
ら
あ
げ
ク
ン
直
七

す
だ
ち
味
」
が
登
場
。

月

に
収
穫
最
盛
期
を
控
え
、
ブ

レ
イ
ク
の
兆
し
が
見
え
る
。

　
お
次
は
「
餅
柚
」
と
「
ぶ

し
ゅ
か
ん
」
。
実
は
こ
の
二

つ
は
同
じ
物
。
前
者
が
正
式

名
称
だ
が
、
土
佐
で
は
後
者

で
な
い
と
通
じ
な
い
ら
し

い
。１
０
０
％
高
知
県
産
で
、

四
万
十
市
周
辺
で
し
か
栽
培

さ
れ
て
い
な
い
。
他
の
地
域

で
は
ナ
ゼ
か
育
た
な
い
と
い

う
幻
の
酢
み
か
ん
。
先
端
が

指
の
よ
う
に
分
か
れ
た
観
賞

用
の
か
ん
き
つ
類「
仏
手
柑

ぶ
っ
し
ゅ
か
ん

」

と
混
同
さ
れ
る
が
、
全
く
別

物
だ
。

　
地
元
で
は
昔
か
ら
、
食
酢

と
し
て
使
え
る
家
の
庭
木
だ

っ
た
。
果
樹
と
し
て
の
栽
培

を
始
め
た
の
は
２
０
１
１

年
。
樹
高
が
低
く
ト
ゲ
も
な

く
、
病
気
や
害
虫
に
も
強
い

た
め
育
て
や
す
い
か
ら
、
高

齢
化
農
業
に
向
い
て
い
る

と
、「
四
万
十
ぶ
し
ゅ
か
ん
」

の
産
地
化
構
想
が
持
ち
上
が

っ
た
の
だ
。
そ
の
後
、
県
や

市
の
賛
同
を
得
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
産
地
化
に
取
り
組

み
、
生
産
農
家
も
生
産
量
も

少
し
ず
つ
増
加
し
た
と
い

う
。
生
産
者
組
合
と
四
万
十

ぶ
し
ゅ
か
ん
株
式
会
社
が
あ

り
、
後
者
の
工
場
に
市
内
ほ

と
ん
ど
の
ぶ
し
ゅ
か
ん
を
集

め
、
一
部
青
玉
で
販
売
す
る

以
外
全
て
搾
汁
。
飲
料
な
ど

の
商
品
化
も
行
っ
て
い
る
。

　
ス
ッ
キ
リ
し
た
酸
味
が
特

徴
の
果
汁
だ
け
で
な
く
、
風

味
が
良
く
ほ
ん
の
少
し
苦
味

の
あ
る
皮
を
す
り
お
ろ
し
た

り
、
細
か
く
刻
ん
だ
り
し
て

使
う
そ
う
だ
。
刺
し
身
や
焼

き
魚
だ
け
で
な
く
、
そ
う
め

ん
や
と
こ
ろ
て
ん
、
冷
奴
な

ど
何
に
で
も
か
け
る
と
い
う

ほ
ど
、
土
佐
人
に
人
気
だ
。

　
い
ろ
い
ろ
な
酢
み
か
ん
が

あ
る
同
県
だ
が
、
や
は
り
ト

リ
を
飾
る
の
は
、
香
酸
か
ん

き
つ
類
の
王
様
ユ
ズ
。
次
号

を
お
楽
し
み
に
♪

　
※
宿
泊
料
飲
施
設
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
数
多
く
の
取
材

経
験
を
生
か
し
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
修

な
ど
も
手
掛
け
る
。

　
●
特
徴
に
よ
る
種
類

　
日
本
酒
に
は
製
造
さ
れ
る
時

期
や
製
造
過
程
の
違
い
な
ど
に

よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
が

つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ

け
い
ろ
い
ろ
な
日
本
酒
を
楽
し

め
ま
す
。

　
・
新
酒

　
一
般
に
は
、
醸
造
年
度
内

（
７
月
～
翌
年
６
月
）
に
造
ら

れ
た
物
で
、
年
度
内
に
出
荷
さ

れ
、

月
か
ら
翌
年
２
月
に
出

回
る
日
本
酒
を
指
し
ま
す
。

　
・
古
酒

　
前
年
、
も
し
く
は
そ
れ
以
前

に
造
ら
れ
た
日
本
酒
を
こ
う
呼

び
ま
す
。
長
く
貯
蔵
す
る
こ
と

で
熟
成
が
進
み
、
ま
ろ
や
か
で

熟
成
し
た
香
り
が
し
ま
す
。

　
・
生
酒

　
火
入
れ
（
加
熱
処
理
）
を
ま

っ
た
く
行
わ
ず
に
瓶
詰
に
さ
れ

た
日
本
酒
で
す
。
新
鮮
な
香
り

と
味
わ
い
が
魅
力
で
す
。
「
純

米
生
」
「
吟
醸
生
」
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　
・
生
詰

な
ま
づ
め

酒

　
通
常
、
貯
蔵
前
と
瓶
詰
時
と

２
度
の
火
入
れ
を
し
ま
す
が
、

貯
蔵
前
の
火
入
れ
の
み
で
、
２

度
目
の
火
入
れ
を
し
な
い
日
本

酒
で
す
。

　
・
生
貯
蔵
酒

　
生
酒
の
状
態
で
、
低
温
で
貯

蔵
し
て
熟
成
。
出
荷
時
に
初
め

て
火
入
れ
を
す
る
日
本
酒
で

す
。

　
・
原
酒

　
発
酵
さ
せ
て
か
ら
搾
っ
た
お

酒
に
、
水
を
加
え
ず
に
出
荷
し

た
物
。
通
常
の
日
本
酒
の
ア
ル

コ
ー
ル
分
は

～

％
で
す

が
、
こ
れ
は

～

％
あ
り
、

濃
厚
な
風
味
が
味
わ
え
ま
す
。

　
・
樽た

る

酒

　
杉
樽
に
貯
蔵
さ
れ
た
日
本

酒
。
杉
の
香
り
が
移
り
、
独
特

の
風
合
い
を
楽
し
め
ま
す
。
縁

起
物
と
し
て
鏡
開
き
な
ど
で
利

用
さ
れ
ま
す
。

　
・
甘
酒

　
甘
酒
に
は
２
種
類
あ
り
ま

す
。
米
麹こ

う
じ

で
造
ら
れ
る
の
は

ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
で
す
が
、
酒

粕
で
造
ら
れ
る
の
は
ア
ル
コ
ー

ル
分
が
含
ま
れ
ま
す
。

　
・
白
酒

　
蒸
し
た
も
ち
米
に
み
り
ん
や

米
麹
、焼
酎
を
混
ぜ
て
造
る
物
。

１
カ
月
ほ
ど
熟
成
さ
せ
、
米
ご

と
す
り
つ
ぶ
す
た
め
白
く
仕
上

が
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
度
数

は

％
前
後
。

　
・
寒
造
り

　
酒
造
り
に
最
も
適
し
た

月

ご
ろ
～
翌
２
月
ご
ろ
の
寒
期
に

造
ら
れ
る
こ
と
か
ら
呼
ば
れ
ま

す
。

　
・
生
一
本

　
一
つ
の
製
造
場
で
造
ら
れ
る

純
米
酒
に
だ
け
許
さ
れ
る
表
示

で
す
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

　
■
日
本
ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン

経
営
研
究
所
＝
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
業
界
（
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
レ

ス
ト
ラ
ン
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
、
観

光
、
介
護
）
の
人
材
育
成
と
国

際
交
流
へ
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
。
同
研

究
所
の
大
谷
晃
理
事
長
、
鈴
木

は
る
み
上
席
研
究
員
が
監
修
す

る
書
籍
「
『
旅
館
ホ
テ
ル
』
の

お
も
て
な
し
」
が
星
雲
社
か
ら

発
売
中
。
問
い
合
わ
せ
は
同
社

☎
０
３
（
３
８
６
８
）
３
２
７

５
。
　
　
　
　
　
＝
隔
週
掲
載

（１２）第３１９２号 第３種郵便物認可 ２０２３年（令和５年）１０月２日（月曜日）

「
楽
ナ
ビ
シ
リ
ー
ズ
」
と
同
社

・
小
澤
正
明
社
長

　
日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ

Ｆ
）京
都
支
部
は
、９
月
１
日

～

月

日
に
開
催
の
「
大

丹
波
ド
ラ
イ
ブ
＆
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」（
主

催
＝
大
丹
波
観
光
推
進
委
員
会
）
に
協
力
し
て
い
る
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
域

内
各
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
、
ス

タ
ン
プ
を
集
め
る
と
抽
選
で

各
自
治
体
の
特
産
品
が
当
た

る
、
ド
ラ
イ
ブ
や
サ
イ
ク
リ

ン
グ
の
周
遊
イ
ベ
ン
ト
。

　
域
内
ス
ポ
ッ
ト
は
京
都
府

福
知
山
市
、
同
綾
部
市
、
兵

庫
県
丹
波
篠
山
市
、
同
丹
波

市
な
ど
２
府
県
７
市
町
の
計


カ
所
。

　
２
０
０
８
年
の
設
立
以

来
、
労
働
者
派
遣
・
人
材
紹

介
な
ど
総
合
人
材
事
業
を
行

う
ス
タ
ッ
フ
満
足
（
大
阪
市

西
区
）
。
今
年
か
ら
は
、
昨

今
の
労
働
力
不
足
に
頭
を
悩

ま
す
旅
館
・
ホ
テ
ル
に
対
し

て
、
外
国
人
人
材
の
活
用
の

強
化
を
提
唱
し
て
い
る
。
社

長
の
山
本
晃
嘉
氏
に
事
業
概

要
や
、
外
国
人
材
の
活
用
例

な
ど
を
聞
い
た
。

　
―
―
御
社
の
事
業
概
要

と
、
外
国
人
材
の
活
用
に
対

す
る
強
み
、
主
な
実
績
に
つ

い
て
は
。

　
当
社
は
国
内
１
７
２
店
舗

・
ミ
ャ
ン
マ
ー
１
店
舗
で
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
を
運
営
す
る

ス
ー
パ
ー
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ

と
し
て
、
介
護
事
業
、
清
掃

事
業
、
特
定
技
能
外
国
人
の

登
録
支
援
な
ど
を
展
開
し
て

い
る
。

　
グ
ル
ー
プ
の
総
力
を
挙
げ

て
、
今
日
ま
で
千
人
を
超
え

る
外
国
人
材
を
採
用
し
、
介

護
・
清
掃
現
場
を
中
心
に
、

供
給
し
て
い
る
。

　
主
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ

ト
ナ
ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ネ

パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

海
外
５
カ
国
の
人
材
の
紹
介

を
行
う
。

　
さ
ら
に
、
現
地
の
日
本
語

学
校
と
の
連
携
で
、
独
自
の

採
用
ル
ー
ト
を
強
化
し
、
採

用
か
ら
育
成
ま
で
を
フ
ル
サ

ポ
ー
ト
で
行
っ
て
い
る
点
が

特
徴
。

　
ま
た
、
外
国
人
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
も

人
在
籍

し
、
就
労
後
の
サ
ポ
ー
ト
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。
実
際

に
清
掃
・
介
護
の
現
場
で
の

離
職
率
は
８
％
と
、
一
般
の

日
本
人
よ
り
も
低
い
水
準
を

達
成
し
て
い
る
。

　
―
―
設
立
以
来
、介
護
士
、

看
護
師
な
ど
の
人
材
を
供
給

し
て
き
た
が
、
観
光
業
界

（
特
に
宿
泊
業
）
に
人
材
を

輩
出
す
る
こ
と
を
決
め
た
経

緯
に
つ
い
て
は
。

　
全
国
の
宿
泊
施
設
か
ら
の

人
材
紹
介
の
要
望
が
強
い
こ

と
に
加
え
て
、
旅
館
・
ホ
テ

ル
業
界
で
、
日
本
の
「
お
も

て
な
し
」
に
代
表
さ
れ
る
高

い
接
客
・
接
遇
ス
キ
ル
を
学

び
た
い
外
国
人
が
多
い
こ
と

か
ら
、
業
界
へ
の
参
入
を
決

め
た
。

　
す
で
に
、
半
年
足
ら
ず
で

１
０
０
人
以
上
の
外
国
人
材

が
、
当
グ
ル
ー
プ
以
外
の
全

国
チ
ェ
ー
ン
の
旅
館
な
ど

で
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を
終
え
て

い
る
。

　
宿
泊
業
界
の
業
務
経
験
が

な
い
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
を
半

年
で
ス
ー
パ
ー
ホ
テ
ル
の
副

支
配
人
に
育
て
上
げ
た
育
成

ノ
ウ
ハ
ウ
も
駆
使
し
、
労
働

力
の
確
保
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
。

　
―
―

月

日
午
後
２
時

か
ら
開
催
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
―
の
内
容
は
。

　
ス
ー
パ
ー
ホ
テ
ル
グ
ル
ー

プ
と
し
て
、

年
以
上
前
か

ら
外
国
人
採
用
に
注
力
し
て

い
る
弊
社
が
、
特
定
技
能
外

国
人
の
採
用
か
ら
、
現
場
へ

の
定
着
・
教
育
方
法
ま
で
を

約
１
時
間
か
け
て
解
説
す

る
。

　
全
国
展
開
す
る
「
ス
ー
パ

ー
ホ
テ
ル
」
で
の
外
国
人
を

活
用
し
た
事
例
も
紹
介
す
る

た
め
、
人
材
に
関
す
る
悩
み

を
持
つ
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
課

題
解
決
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば

と
考
え
る
。

　
―
―
旅
館
・
ホ
テ
ル
に
対

し
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
。

　
国
が
推
進
す
る
観
光
立
国

の
実
現
に
向
け
て
、
外
国
人

材
の
活
用
で
、
業
界
の
発
展

に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
ス
タ
ッ
フ
満
足
　
本
社
＝

大
阪
市
西
区
西
本
町
１
の
７

の
７
　
Ｃ
Ｅ
西
本
町
ビ
ル


階
▽
資
本
金
＝
２
５
０
０
万

円
▽
従
業
員
数
＝
約
１
３
０

人
（
派
遣
社
員
含
む
）
▽
事

業
内
容
＝
総
合
人
材
サ
ー
ビ

ス
業
▽
年
商
＝
６
７
０
億
円

（
グ
ル
ー
プ
総
額
）
▽
連
絡

先
＝
☎
０
６
（
６
５
３
６
）

１
１
２
５
。

　
花
王
で
業
務
用
衛
生
製
品

事
業
な
ど
を
展
開
す
る
花
王

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
サ

ー
ビ
ス
（
東
京
都
墨
田
区
）

は
、
９
月

日
に
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ

衛
生
製
品
事
業
概
況
説
明
会

を
開
催
し
た
。
２
０
２
７
年

ま
で
に
、
売
上
高
を
現
在
の

１
・
２
倍
の
約
５
０
０
億
円

ま
で
伸
ば
す
目
標
を
掲
げ
た

こ
と
に
加
え
て
、
宿
泊
市
場

向
け
に
対
し
て
も
、

月


日
か
ら
浴
場
・
浴
室
用
洗
剤

「
楽
ナ
ビ
」
シ
リ
ー
ズ
を
発

売
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　
今
年
５
月
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
５
類
移
行
に
伴

う
行
動
制
限
の
解
除
で
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
な
ど
で

人
流
が
回
復
し
て
い
る
。
そ

の
一
方
で
、
宿
泊
施
設
に
お

い
て
は
、
従
業
員
の
慢
性
的

な
不
足
に
頭
を
悩
ま
し
、
業

務
の
生
産
性
向
上
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、

同
社
は
施
設
内
の
清
掃
業
務

に
お
い
て
、
負
担
の
大
き
い

浴
場
、浴
室
清
掃
に
着
目
し
、

日
々
の
清
掃
作
業
の
負
担
軽

減
を
図
れ
る
楽
ナ
ビ
シ
リ
ー

ズ
を
開
発
し
た
。

　
製
品
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
は

２
点
。
一
つ
は
、
専
用
の
フ

ォ
ー
ム
ス
プ
レ
ッ
ダ
ー
で
洗

剤
を
散
布
し
て
約

分
間
置

く
だ
け
で
、
こ
す
り
洗
い
不

要
な
浴
場
用
洗
剤
「
楽
ナ
ビ

　
大
浴
場
ク
リ
ー
ナ

ー
」
。

　
も
う
一
方
は
、
客

室
内
の
浴
室
清
掃
に

対
応
し
た
浴
室
用
洗

剤
「
楽
ナ
ビ
　
ユ
ニ

ッ
ト
バ
ス
ク
リ
ー
ナ

ー
」
。
浴
槽
に
ス
プ

レ
ー
し
た
後
に
、
タ

オ
ル
で
汚
れ
を
拭
き

取
る
だ
け
で
、
ス
ポ

ン
ジ
に
よ
る
こ
す
り

洗
い
や
洗
剤
の
す
す
ぎ
の
必

要
は
な
く
、
清
掃
負
担
の
軽

減
と
時
間
短
縮
を
実
現
す

る
。

　
ま
た
、
「
ト
イ
レ
や
洗
面

台
、
コ
ッ
プ
類
に
も
活
用
で

き
る
た
め
、
こ
れ
１
本
で
ユ

ニ
ッ
ト
バ
ス
の
清
掃
を
完
結

す
る
」
と
同
社
。

　
同
社
は
今
後
も
、
花
王
の

技
術
を
生
か
し
た
施
設
内
衛

生
総
合
提
案
を
強
み
に
さ
ま

ざ
ま
な
社
会
課
題
に
対
応
し

て
い
く
。

　
シ
ャ
ー
プ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

は
こ
の
ほ
ど
、
レ
ー
ザ
ー
光

源
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
各

種
を
発
売
し
た
。
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
モ
デ
ル
「
Ｐ
Ａ

シ
リ
ー
ズ
」
の
最
上
位
モ
デ

ル
。
高
輝
度
、
高
画
質
を
兼

ね
備
え
、
大
画
面
投
写
に
対

応
す
る
と
と
も
に
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
手
間
と
経
費
を
削

減
し
た
の
が
特
長
だ
。

　
明
る
さ
１
万
７
千
ル
ー
メ

ン
（
Ｎ
Ｐ
―
Ｐ
Ａ
１
７
０
５

Ｕ
Ｌ
―
Ｗ
Ｊ
Ｌ
＝
写
真
＝
な

ど
）
、
同
１
万
５
千
ル
ー
メ

ン
（
Ｎ
Ｐ
―
Ｐ
Ａ
１
５
０
５

Ｕ
Ｌ
―
Ｗ
Ｊ
Ｌ
な
ど
）
の
高

輝
度
レ
ー
ザ
ー
光
源
と
、
高

解
像
度
パ
ネ
ル
を
採
用
。
大

会
議
室
、
ア
リ
ー
ナ
、
ホ
ー

ル
、
商
業
施
設
で
の
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
な
ど
、
大
画

面
の
投
写
時
も
見
や
す
く
、

高
画
質
な
コ
ン
テ
ン
ツ
も
美

し
い
ま
ま
再
現
可
能
と
い

う
。

　
レ
ー
ザ
ー
光
線
寿
命
は
約

２
万
時
間
で
、
ラ
ン
プ
の
交

換
や
調
整
に
か
か
る
労
力
や

作
業
コ
ス
ト
を
軽
減
。

　
同
社
独
自
の
冷
却
方
式
の

採
用
に
よ
り
光
学
ユ
ニ
ッ
ト

の
密
閉
化
を
図
っ
た
こ
と
で

フ
ィ
ル
タ
ー
が
不
要
と
な

り
、
フ
ィ
ル
タ
ー
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
手
間
と
経
費
の
削

減
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
、
Ｎ
Ｅ

Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・
カ
ス

タ
マ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎

（
０
１
２
０
）
６
１
０
１
６

１
。


